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文教大学付属小学校
〒 145-0065　東京都大田区東雪谷 2-3-12　TEL 03-3720-1097　http://www.bunkyo.ac.jp/bkshogak/

【交通】池上線石川台駅下車徒歩２分、バス停笹丸より徒歩３分

「人間愛」の教育
　「慈愛の心をもった子ども　自ら学ぶ子ども  情操豊かな子ども  頑張る子ども  
明朗な子ども」が本校の教育目標です。これらの目標は、本校の教育・指導の目的
をただ平板に並べているのではなく、学園の建学の精神に基づき、特に「慈愛の心
をもった子ども」の育成に集約されるものと考えています。

心豊かな人間形成を
　本校の一日は合掌に始まり合掌に終わります。それは、私達が広大無辺な自然の営
みの中で多くの人々の愛情や動植物の恩恵によって生かされていることを自覚し感謝
の意を表すものであると同時に、謙虚に自分を見つめ内省を促すものでもあるのです。
　その毎日の積み重ねを通して、一人一人がかけがえのない存在であることを知り、
自他を尊重し苦楽を分かちあえる豊かな心を培うこと、そして自己の可能性を信じ、
それを最大限引き出すべく努力を惜しまない人間として成長すること、そのお手伝
いこそ私達に課せられた使命と考えています。

未来に向かう学力を
　学力向上を目指して、どの教科においても、知識・技能が確実に定着するように個
に応じた指導の充実を図っています。また、思考力、判断力、表現力等を育てるため
に、探究や活用ができるように学習活動を工夫し、学ぶ喜びや意欲を高めています。
　子どもの発育段階にそって、体験や活動、体験的な学習などを効果的に行ってい
ます。英語では会話を中心にして、コミュニケーション能力を高めたり、リズム感
や豊かな表現力を養うために低学年の体育に舞踊を取り入れたりしています。
　ギャングエイジといわれる中学年では、分担・協力などのグループ活動を重視し
た指導を展開しています。
　高学年になると中学への進路選択や決定に向けて心身の充実を図るなど、小学校
６年間を通して、発達段階に応じた指導を行っています。

1時間ごとに成長できる学校

～徹底した「少人数教育」、のびのび学べる「新校舎」～

東京都大田区

　昭和２年、学校法人立正学園創立。当初、

幼稚園および裁縫女学校を開設、のち家政女

学校、高等女学校を開設し、戦後の学制改革

により幼稚園、中学校、女子高等学校に改組。

昭和 26 年、一貫教育体制を整えるため立正学

園小学校を開設。その後、校名・法人名等の

変更を経て、昭和 60 年より現校名。

募集人数：第１回　50 人（男女）　

　　　　　第２回　若干名

出願期間：

　第１回　10月18日～11月6日（土・日・祝を除く）

　第２回　11月10日～11月22日（土・日を除く）

考査料：20,000 円

親子面接：願書提出日翌日より、希望日一日（30

分程度）

考査日：第１回　11 月 8 日

　　　　第２回　11 月 24 日

選考方法：ペーパー試験、指示行動、親子面接

合格発表：第１回　11 月 9 日

　　　　　第２回　11 月 25 日

　※保護者宛に結果を簡易書留速達で郵送

【かかる費用 ( ２０１７年度参考 )】

入学金：200,000 円（入学手続時納入）

授業料：408,000 円（年額）

◆文教大学付属中学校（男女 13 人）

東京学芸大附属小金井 1、桜修館中等教育学校

1、玉川学園 2、栄東 1、駒場東邦 1、世田谷学

園 1、高輪 1、東京都市大付属 1、本郷 1、鴎友

学園女子 2、東京女学館 1、立教女学院 1、青

山学院横浜英和 1 など

◆児童数 288 人／教員数 21 人

◆ 17 年度応募者数：124 人

◆合格者数：56 人

【併設校】

○文教大学学園幼稚園

○文教大学付属中学校・高等学校

○文教大学

併設中学進学状況

データパック

［理事長］野島　正也

［校　長］島野　歩

上級学校に
進むには

成績等が一定の基準に達した者は、全員が付属の中学校に進
学可能です。

女 子 中 高 大男 子

２０１７年春の合格実績
一人一人の可能性を見つめ、

時代を拓く力へ導く！

学校長　島野　歩　

　子どもたちの笑顔は、私たちにとって、かけがえのない「宝」です。
　その笑顔がますます輝きますよう、一人一人の可能性を最大限に引き出し、伸ばし
ていくことは、私たちの大きな責務でもあり、喜びでもあります。
　本学の建学の精神「人間愛」を礎に、本校児童のあるべき姿を教職員と共に求め続け、
「豊かな心」の育みと「確かな学び」の追究に尽力しております。

　子どもたちは、自分の良さや可能性を切り拓く力を自分の内に持っています。
　だからこそ、子どもの真の力を見つめ、子どもに学ぶ教師、子どもに寄り添う教師、
そして子どもを育てる教師で在らねばなりません。
　「教えられる学校」から「学ぶ学校」へ。
　「学びを創る学校」を希求してまいります。

２０１８年度募集要項
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